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（１） 

「すずらんピック2011」開催される 

 障がい者のスポーツの祭典「第11回札幌市障がい者スポーツ大会」（すずらんピック2011）が、

5月15日の卓球競技を皮切りに、22日は水泳、アーチェリー、29日は総合開会式、陸上、ボウリ

ング、6月5日はフライングディスク、バスケットボール競技が開催されました。 

 総合開会式では、この度の東日本大震災でお亡くなりになられた方々への黙祷の後、主催者であり

ます札幌市の生島副市長よりご挨拶、寺田正信さんと髙橋千鶴子さんの力強い選手宣誓と続き、競技

が開始されました。 
 今年の大会への参加者は、940名とほぼ例年どおりとなり、大会運営には、札幌陸上競技協会、
札幌水泳協会、札幌アーチェリー協会、札幌卓球連盟など競技団体の全面的な協力のほか札幌社会福
祉専門学校、北工学園札幌福祉専門学校の生徒の皆さんに加え、ガールスカウト、スポーツ指導員の
皆さんなどが、ボランティアとして、お手伝いしていただきました。  

各種目で熱戦！ 



                                                  札幌市障害者スポーツ振興協会だより                 平成23年7月20日（第23号） 

障害別優勝者・成績（３ゲーム）

小 野 寺 輝 夫

西 尾 禔 鼓

吉 村 篤

音 喜 多 眞 美 子

北 澤 博

男　子

女　子
◆肢体障害の部

男　子

◇ハイゲーム賞

脇 順 子

松 谷 亨

女　子
◆視覚障害の部

男　子

女　子
◆聴覚障害の部

男　子◆内部障害の部

４４０点

３０８点

４５６点

４２４点

５０１点

５１２点

廣 道 純

曳 田 和 樹

大 竹 隼 人

佐 藤 謙 太 郎

1位

2位

3位

ショート５㎞女子ｸﾗｽ1 シ ョ ー ト ５ ㎞ ｸ ﾗ ｽ 2

1位

シ ョ ー ト 3 ㎞ ｸ ﾗ ｽ 2 ショート５㎞男子ｸﾗｽ1

樋 口 政 幸 長野県

山 本 浩 之

ショート3㎞男子ｸﾗｽ1 ショート3㎞女子ｸﾗｽ1

1位

2位

3位 札幌市

酒 井 智 葉

フ ル マ ラ ソ ン 総 合 ハーフマラ ソン 総合

1位

2位

3位

長野県

神戸市

長野県

熊 谷 早 苗

瀧 谷 萌

平 沢 三 七

藤 川 泰 博福岡市

大分県

札幌市

旭川市

札幌市

千歳市

札幌市

札幌市札幌市

旭川市

札幌市

燕 寿 哉

青 木 浩

米 澤 裕 樹

札幌市

札幌市

和 知 拓 海

喚 山 裕 喜 男

川 西 弘 訓

石 塚 全 人

新 田 の ん の 札幌市 徳 永 標 札幌市

５２７点

内藤政則 / 鈴木淳平 １９２点

（２） 

     2011 はまなす全国車いすマラソン大会 

 はまなす全国車いすマラソン大会が、
6月19日（日）晴天の中、真駒内屋外
競技場をスタート会場に開催されまし
た。 
 今年は、道内外から89名のエント
リー（フルマラソン24名、ハーフマ
ラソン34名、ショートマラソン31
名）があり、結果は次のとおりです。 

 ７月３日（日）第11回札幌市身体障害者ボウリング
大会が「サッポロオリンピアボウル」で開催、今年は
26名と、昨年より若干少ない参加者となりました。 
 浅香会長から「思う存分楽しんでください。また、
全国大会に選ばれた選手は、昨年に続き、連覇を目指
してください。」との激励の挨拶があり、つづいて、
加藤選手から昨年のハイゲーム杯の返還、内藤選手の
選手宣誓と続き、競技が開始されました。  

 ゲームが始まりますと、あちこちのレーンから、歓

声と笑顔がこぼれましたが、和やかな雰囲気の中にも

真剣な勝負が繰り広げられました。 
 成績は下記のとおりです。 

身体障がい者 ボウリング大会 
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（注）精神ソフトバレーは、予選が終わっていませんので出場は未定です。

嶋 﨑 康 太 宮 川 凌 中 村 学

池 田 亮 岡 本 昂 平 志 賀 隆 人 鈴 木 誠

紀 藤 強 高 橋 正 英 葛 野 貴 則 彦 根 一 成

サ ッ カ ー
鳴 海 政 幸 光 本 直 史 田 中 恵 一 郎 三 山 辰 則

千 葉 努

川 井 久 志 進 藤 伸 吏 富 塚 康 治

倉 谷 登 篠 原 延 彦 玉 置 明

卓 球 競 技 大 塚 肇 高 橋 正 文 佐 々 木 周 哉 平 す み 子

ア ー チ ェ リ ー 渡 邉 正 良

水 泳 競 技 小 澤 英 子 大 曽 根 敏 恵 青 木 将 彰 齋 藤 毅

水 口 佳 代 子

清 水 曜

福 岡 雅 俊 大 西 清 幅 口 慎 嗣 金 子 知 佳

フ ラ イ ン グ ディ スク

ボ ウ リ ン グ

西 村 郁 美 山 崎 ま ゆ み 岸 川 広 輝
陸 上 競 技

水 津 啓 祐 工 藤 諒 髙 橋 幸 夫

森 田 麻 梨

（３） 

 今年の大会は、１０月２２日（土）～２４日（月）の３日間、山口県で開催されます。 
 この大会に出場する札幌市の選手団は、個人競技では「すずらんピック」に出場した選手
から選抜された２８名、さらに東北・北海道予選を勝ち抜いた団体1チーム１６名が決定しま
した。 

 これに役員、監督、コーチ、介助・通訳者等２６名程度が同行するため、札幌市選手団の

総勢は７０名程度の編成となる見込みです。 
 選手団は、１０月２０日（木）札幌市役所１階ロビーで結団式を行った後、山口県に向け
出発する予定です。 

        ≪ 札 幌 市 選 手 団 ≫      ４４名 

第１４回 札幌市障がい者水泳記録会 

◆ 開 催 場 所   札幌市東温水プール（東区北16条東16丁目） 
◆ 開 催 期 日   平成23年9月11日（日） 

◆ 参 加 資 格   ① 身体障害者手帳の交付を受けた満6歳以上 
             （平成23年4月1日現在） 
            ② 札幌市内に住所を有する者、又は札幌市内の水泳サークル 

              で活動するグループ員 
◆ 競 技 種 目   自由形、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ（各種目25ｍ、50ｍ、 

             100ｍ）、個人メドレー、自由形リレーの中から、1人2種目 
             以内（リレーを除く） 
◆ 申 込 締 切   平成23年7月29日（金） 

             申込用紙に記入し、参加料（1,500円）を添えて 
             申し込み 
◆ 申込・問合せ先   札幌市障害者水泳協会   山 田 
                        ☎ 011-764-2566 

第11回 全国障害者スポーツ大会  
「おいでませ山口大会」出場選手決定！ 
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Ⅰ　一般正味財産増減の部

札幌水泳協会副会長

喉頭摘出者福祉団体北鈴会
札幌支部長

札幌バドミントン協会　参与

顧問６名、理事２０名　（会長１名、副会長２名、常務理事１名）　監事２名

〃

札幌市体育協会顧問

松 永 雅 晴

中 平 正 幸

札幌市中途失聴・難聴者協会
会長

札幌市肢体障害者協会
理事長

札幌市視覚障害者福祉協会理事

札幌市体育協会専務理事

さっぽろ健康スポーツ財団
理事長

札幌社会福祉専門学校校長
（理事長）

札幌卓球連盟副理事長

〃

〃

〃

札幌陸上競技協会会長

扇 谷 明 美

安 藤 節 子

佐 川 俊 樹

柳 原 正 明

波 田 正 明

髙 田 研 司

寺 山 貴 恵

札幌陸上競技協会名誉会長

札幌市体育協会会長

札幌水泳協会名誉会長

札幌卓球連盟副会長

札幌市身体障害者福祉協会常任顧問

札幌市身体障害者福祉協会会長

札幌市障害者スポーツ振興協会事務局長

小 林 俊 勝

長 崎 克 廣

廣 岡 博

澁 谷 雄 幸 札幌聴覚障害者協会理事長

札幌市知的障がい福祉協会
会長

札幌市手をつなぐ育成会会長

札幌スキー連盟副会長

常務理事

会 長

副 会 長

〃

理 事

〃

〃

坂 上 崇 男

天 田 孝

札幌市身体障害者福祉協会
常務理事

〃

〃 〃

〃

監 事

大 郷 裕 之芝 木 厚 子

伊 藤 獻 一

藤 原 正 淳

札幌アーチェリー協会会長

札幌市障がい福祉担当部長

〃

〃

〃

札幌市社会福祉協議会
常務理事宮 川 学

高 坂 猛 札幌バレーボール協会
副会長

〃

〃

理 事

浅 香 博 文

島 中 貞 夫

花 輪 昭 夫

霜 觸 寛

安 田 泰 次

山 口 和 雄

千 葉 英 守

顧 問

〃

〃

〃

〃

〃

◆　新　　　役　　　員　◆

区　　　　　　　　分 合　　　　計

25,249,662

評価損益等調整前当期経常増減額

          評価損益等計

　　　　 事業費

          管理費

          経常費用計 26,255,285

　１　経常増減の部

　　（１）経常収益

　　（２）経常費用

19,010,374

7,244,911

　２　経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

          当期経常増減額

1,005,623

0

1,005,623

△

△

　　　（２）経常外費用

　　　　　 当期経常外増減額

　　　　　 他会計振替額

　　　　　 当期一般正味財産増減額

　　　　 一般正味財産期首残高

　　　　 一般正味財産期末残高

△

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高

0

0

0

0

1,005,623

9,882,330

8,876,707

0

8,876,707

平成23年度

通　常　総　会　報　告

正味財産増減計算書

平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

（４） 

 平成２３年度通常総会は、５月１２日（木）「札幌市身体障害者福祉センター」で会員１０団体から推薦された代

議員の出席（出席１９名、委任状４名）で開催されました。 
 浅香会長、島中顧問、安田顧問の挨拶の後、議長に肢体障害者協会の渡邉代議員を選出、議事録署名人
には、失語症札幌支部の千葉代議員と肢体障害者協会の鈴木代議員が指名されました。 
 議事では、平成２２年度事業報告並びに決算報告、平成２３年度事業計画並びに収支予算案が審議され、
提案どおり承認、つづいて、札幌市に対する要望事項の承認、つづいて、今後の協会の方向を決める「一般
社団法人」への移行と「新定款」について提案・審議され、満場一致で承認されました。 

 最後に、今年は理事等の役員改選時期でありますので、理事会での選任案を提案、こちらも満場一致で選

任されました。 
 理事会では、浅香会長ほか廣岡副会長そして小林新副会長等を互選し、総会にて報告したところであります。 
 承認されました決算、予算案そして新役員は下記のとおりです。 
 今後は、各事業の執行に加え、法人移行の業務がメインとなります。 
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喉 頭 摘 出

心 臓 ペ ー ス

失語症友の会

オ ス ト ミ ー

山 田 輝 雄 水 泳 教 室

大 谷 騰

理 事

育 成 会

視 覚 協 会

聴 覚 協 会

◎

○

団 体 等

中 失 協 会加 藤 広 信

松 永 雅 晴

中 居 宣 子

谷 川 弘 治

団 体 等

理 事

理 事

理 事

理 事

森 口 正 道

高 嶋 正 博

委員氏名

　　正味財産合計 8,876,707

　　　（うち基本財産への充当額）

　負債合計 32,647

　　負債及び正味財産合計 8,909,354

　　　（うち特定資産への充当額）

　１　指定正味財産 0

　２　一般正味財産 8,876,707

　２　固定負債

Ⅲ　正味財産の部

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債 32,647

　　固定資産合計 7,948,032

　　資産合計 8,909,354

　　（２）　特定資産 7,377,280

　　（３）　その他固定資産 570,752

　２　固定資産

　　（１）　基本財産 0

961,322

区　　　　　　　　分
　　　　　　　貸　借　対　照　表　　　平成２３年３月３１日現在

当年度末

Ⅰ　資産の部

いて、報告や意見の交換を行いました。

　今年度は、協会の役員改選もあったのに合わせ、部会委員も新たに選任されました。

　６月２９日（水）今年度、第１回目の専門部会（普及・指導部会合同）が開催されました。

　１　流動資産

宮 川 学

佐 川 俊 樹

柳 原 正 明

◎

○理 事

理 事

理 事

理 事

扇 谷 明 美

髙 田 研 司

波 田 正 明

坂 上 崇 男

   １．　総 務 部 会　・　９名

理 事

アーチェリー

芝 木 厚 子

理 事

   ２．　普 及 部 会　・　９名

澁 谷 雄 幸

安 藤 節 子

藤 井 和 雄

渡 邉 正 良

髙 坂 猛

寺 山 貴 恵

澤 田 勝 昭

卓 球 教 室

理 事

大 郷 裕 之 理 事

　専門部会は、障害者スポーツ協会の事業に関し、会長に意見を具申することを目的に設置されている

藤 原 正 淳 理 事

伊 藤 獻 一 理 事

　　　　　　　　　　　　　　　専門部会委員（◎印部会長、○印副部会長）　　　　任期：平成２３～２４年度

   ３．　指 導 部 会　・　８名

31,027,500　１　事業活動収入

ものです。

　新委員は、別掲のとおりですが、部会では事業説明のあと、それぞれの団体・教室の活動状況につ

委 員 氏 名 委 員 氏 名 団 体 等

予　　算　　額

Ⅰ　事業活動収支の部

　　　　事業活動収支差額

　前期繰越収支差額

　　（１）　事業費支出

　　　　事業活動支出計

　２　事業活動支出

26,535,500

5,350,000

　　（３）　繰入金支出 0

　　（２）　管理費支出

31,885,500

△ 858,000

Ⅱ　投資活動収支の部

　１　投資活動収入 0

0

　２　財務活動支出 0

　２　投資活動支出 0

Ⅲ　財務活動収支の部

　次期繰越収支差額 0

　当期収支差額 △ 928,675

928,675

Ⅳ　予備費支出 70,675

平成23年度一般会計収支予算書

　１　財務活動収入

（５） 

  

  アサヒビール㈱北海道工場様より 
               ご寄附をいただきました  会社では、社員が地域でボランティア活動を行い

ますと、社内規定によりポイントに換算し、金品を

支給する制度があり、今回は、会社と社員が協議の

上、その分を当協会に寄附されたものです。 
 
 その他、次の方からもご寄附をいただきました。 
 ●  髙 橋  道 孝  様 
    身障協会事務局長を退職するにあたり、 
  お礼として 

 ●  浅 香  博 文  様 
    ご尊父様の会葬お礼として 

アサヒビール㈱ 北海道工場長 安保 昌俊 様（左） 

浅香会長（右） 

専門部会の開催 
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札 幌 中 央 病 院

札 幌 市 社 会 福 祉 協 議 会社 会 福 祉 法 人

医 療 法 人

高橋あけみ

中 川 剛 織 田 明 春

髙 橋 道 孝 佐々木達次

出 口 信 真 坂 野 政 也

福 井 正 子

高 井 大 輔

加藤由美子

本 江 周 三 市 川 操 保 坂 正 勝 保坂美根子 高 橋 正 文

森 木 義 雄 赤 沼 雅 子
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◆ 団  体 

平成22年度（４月1日～３月31日まで） 
 

  ・個人会員           236件 

  ・団体会員           75件 
  ・加入合計額            1,026,200円 

賛助金ご協力ありがとうございました。 
 平成22年度の賛助金は、個人、団体合わせて102
万円のご協力をいただきました。 
 これらの使途につきましては、各スポーツクラブ
などへの助成や機関誌発行のための費用に使用させ
て頂きました。 

◆ 個  人 平成23年4月 1日～平成23年 6月30日   受付順                              （敬称略）   

◆ 団  体 平成23年4月 1日～平成23年 6月30日   受付順                               （敬称略）   

（平成23年４月1日～6月30日まで） 

 

   ・個人会員         246,000円    

   ・法人会員           70,000円 
   ・加入合計額                316,000円 

賛助会員ご加入ありがとうございました。 

◆ 個  人 

平成23年3月 1日～平成23年 3月31日   受付順           （敬称略）   
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